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論文内容の要旨
本論文は漢字およびひらかなを対象としたパターン認識に関する研究の成果をまとめたものであり，
次の 8 章をもって構成している。
第 1 章は緒論で，本研究の目的と関連した諸研究の現状を概説し，本研究の位置づけを行なってい
る。
第 2 章は，本研究の基礎概念を与えるものであり，生体の認識過程に着目することにより，フィー
ドパック機構を有する逐次型認識モデルを構成し，その漢字およびひらがな認識への応用について述
べている口
第 3 章では，漢字パターンのシステム内部表現を行なうため階層構造を導入した 3 層からなる階層
表現を提唱し，その構成法を述べている。さらにここでは階層表現から見た漢字パターンの諸性質に
ついて述べ，階層表現の有効性についても論及している。
第 4 章では，第 2 章で構成した漢字認識モデルの各機能を具体的に構成する手法を述べている。認
識系は，前処理，特徴抽出(観測系)，部分パターンを認識する下位系および上位系により構成され，
下位系および上位系および上位系から観測系への帰遷機能を持つ。フィードパック機能は暫定認識の
概念を導入することによって実現され，さらに適切な類似度を定めるための重畳パターンおよび意思
決定を行なうための適合度の概念を導入し，それらを用いて認識原理を確立している。
第 5 章では，第 4 章で述べた認識系のシステム構成についてその基本方針および連想プロセッサー
(A. P. )を導入した場合の具体的な構成法について述べ， A.P. の並列処理機能により認識を高速に
実行しうることを示している。
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第 6 では，第 4 章で述べた認識系について計算機による識別実験を行ない，得られた識別結果およ
び識別率を評価することにより本方式が楢書手書き漢字の識別において有効で、あることを示している。
さらに漢字認識一般における問題点について考察している。
第 7 章では，ひらがなの認識について述べている。ここでは，ひらがなの属性からグラフ表現を導
入し，その構成法を示している。認識系は前処理，特徴抽出，識別機構およびパラメータ修正機構か
ら構成され各機能は導入されたフィードパック機能により逐次相互依存のもとに動作する。ここで述
べている識別手法では，一文字の識別にあたって単語レベルの情報をも用いるものであり，計算機を
用いた識別実験の結果，歪み文字に対しでも高い識別率を与えうることを保証している。
第8 章は，結論であり本研究により得られた諸結果を検討し，今後の方向について述べている。
論文の審査結果の要旨
高度の情報処理システムを実現する上において，文字認識機能は必要不可欠なものである。本論文
は，このような認識機能をフィードバック系を用いて実現するための原理と，さらにそれを日本文字
認識システムに適用した場合のシステム構成について述べ，そのシステムの有効性を実験によって保
証した結果について述べたものである。
その成果を要約すると次のようになる。
(1) 従来，この種のシステムの向上を阻害してきた最大の原因が，特徴空間と識別関数の構成が独立
に行なわれてきたことによることを指摘し，識別系から特徴抽出(観測)系へのフィードパック機
構を導入することにより，両者が相互依存のもとに動作して，逐次認識を深めていくような認識原
理を提案している。これは複雑なパターンの認識に有効な方法を提示するものであって，今後の高
次認識系への発展に重要な意義を持つと考えられる。
(2) (1)で述べた認識原理を，楢書手書き漢字ならびにひらがな認識システムに適用するため，暫定認
識なる中間認識レベルを設定し，これと階層構造を持つ特徴空間とを併用することにより，所期の
のシステムを実現しうることを実験的に確かめている。この方式を用いることにより，逐次型認識
システムの構成が可能となり，多くの雑音，歪みを持つパターンの認識に適している点，従来の方
式に比べてかなり有効な機能を持つものと考えられる。
(3) パターン認識における重要な問題の一つに，処理時間を短かくする問題がある。本論文はこの間
題を解決するために，連想プロセッサーを用いた並列処理方式を提案しており，これによって実時
間処理に十分な速度が得られることを証明している。このことは認識システムを実用化する上に重
要な意義をもつものである。
以上のように，本論文はパターン認識システムを実用化する上に有用ないくつかの原理を明らかに
し， さらにこれを用いて， 日本文字の認識システムを構成する上に必要な，基本的また実際的な問題
について多くの知見を与えており，情報工学の発展に寄与するところが大である。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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